


























































































































































































































































































































































































とされること，b）“ 労働（力）”の購入者が，労働力商品を，彼の権限（jus utendi et abutendi）で使
用できるとされており，受け渡しの仕方を指定でき，“ 十全な受け渡し ” が行われない場合には解約
（解雇）ができるものとされていること，である。労働賃金の水準が，“ 労働市場 ” の “ 市況 ”，需要
と供給の関係によって騰落するとか，定額契約であって企業の利益・損失に共同責任を負わないとか，
解約権をともなう “ 自由・対等 ” な契約であるとか，こういったことはすべて，この a）b）で “ 論理
的に含意 ”ずみの事項であるという（pp.235～ 238）。
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